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はじめに

1

ねらい構成

都市交通調査の実施を検討する地方公共団体等に対し
て、都市交通調査の必要性、有効性等を解説

第Ⅰ部
導入編

パーソントリップ調査を中心とした実態調査の設計、
準備、実施、データ整備、公表等に関する基本的な考
え方、標準的な手順、留意事項などを解説

第Ⅱ部
調査編

計画立案や施策検討等におけるパーソントリップ調査
データやその他データ等の活用の考え方や方策等につ
いて解説

第Ⅲ部
活用編

本解説では、都市交通調査ガイダンスの「活用編」のシミュレー
ション部分に焦点をあてて説明します。

▼表 ガイダンスの全体構成とねらい



活用編②：シミュレーション活用に関する解説

• シミュレーションとは？

• 定量的な評価の意義

• シミュレーションの適用：広域的な人の流動

• 四段階推定法

• アクティビティ・ベースド・モデル

• シミュレーションの適用：分野別の事例

• 現況推計としてのシミュレーション活用

• シミュレーション適用上の留意点

本解説の目次
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• 将来や施策後の影響を把握するツール
• 将来の人々の行動がどうなるか？

• 施策を実施すると人々の行動はどう変化するか？

• 個人の属性や都市の状況により異なる交通行動をシミュ
レーション上で表現

シミュレーションとは？

A案 A案の状況

シミュレーション
B案

C案

○案
：

B案の状況

C案の状況

○案の状況
：

インプット アウトプット

PTデータ等を用いて作成 3

現況

将来趨勢

将来交通改善

現況のバス利用者数

将来趨勢のバス利用者数

将来交通改善のバス利用者数
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定量的な評価の意義

数値予測をする 将来起こりうる
変化を知る

政策のトレード
オフを理解する

インフラ整備
水準の検討等

将来課題の
把握・共有

施策の
代替案評価

4

活用編②：シミュレーション活用に関する解説

施策の代替案評価への活用イメージ

出典：さいたま市「持続可能なまちづくりに向けた今後のさいたま市の都市計画のあり方都市づくりの基本方針
（平成23年11月）」

• 複数の都市構造に関して、多様な視点から評価

都市構造A：南北の鉄道を軸とした都市構造 都市構造B：平坦な密度分布の都市構造
都市構造C：郊外の開発を許容した都市構造
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将来課題の把握・共有への活用イメージ

資料：東京都市圏交通計画協議会「東京都市圏ACTの紹介」を基に加工

• 想定されうる将来シナリオによって、自動車トリップ数
の変化が異なり、将来課題が変わってくることを把握

※各シナリオの概要
・趨勢（2018年型社会シナリオ）
2018年の行動パターンが約20年後も継続

・リモート拡大
リモートワークの一層の普及により就業者の通
勤が減少

・自動車多様化
自動運転技術やシェアリングの普及等により、
これまで以上に自動車の利用が普及

▼シナリオによる自動車トリップ数の変化
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さいたま市 厚木市 君津市 現況
将来：趨勢（2018型社会シナリオ）
将来：リモート拡大
将来：自動車多様化

現況より大きく減少するシナリオ
がある一方、

現況より微増するシナリオもあり、
都市全体としては必ずしも

自動車需要が減るとは限らない

活用編②：シミュレーション活用に関する解説

定量的な評価の意義

数値予測をする 将来起こりうる
変化を知る

政策のトレード
オフを理解する

• 数値を予測することで、道路や
鉄道のインフラ整備計画や収支
計算の根拠として利用する

• 将来、どのような変化が起こる
か課題を把握する

• さらに多様なシナリオの変化を
幅でみることで、都市における
脆弱な点などを明らかにする

• 多面的な指標で評価し、施策の
トレードオフを理解する

• 施策Ａは暮らしは便利になるが
環境負荷がかかる、一方で施策
Ｂは環境での改善は見られるが、
都市経営のコストが増加する等

インフラ整備
水準の検討等

将来課題の
把握・共有

施策の
代替案評価

課題把握や施策の優先度の検討の材料、
関係者での共通理解醸成や合意形成への活用 7
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シミュレーション活用前に決定すべき事項

A案 A案の状況

シミュレーション
B案

C案
：

B案の状況

C案の状況
：

インプット アウトプット

• インプットの前提条件（年次、将来の想定、対象施策等）、
アウトプットとして算出したい指標（目標）を明確にする

• シミュレーションの種類によってインプットやアウトプット
が異なってくるため、上記の事項を明確にした上で、適切な
シミュレーションを選択する必要がある
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現況

将来趨勢

将来交通改善

現況のバス利用者数

将来趨勢のバス利用者数

将来交通改善のバス利用者数
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四段階推定法
広域的な
人の流動

分野別
の事例

歩行回遊

アクティビティ・
ベースド・モデル

• 都市圏レベルでの交通需要の全体動向をつかむため、
長く実務で用いられている手法

• インフラ整備等の各種交通施策や人口配置によるト
リップ数、交通手段分担率、交通量の変化を推計

自動車

防災

• 都市圏に居住する各個人の1日の活動・移動を推計する
シミュレーション

• 交通量等の指標だけでなく、個人の活動（外出率や活
動時間等）や滞留人口等の多様な切り口で評価可能

• 地区内における各個人の歩行回遊行動を推計
• ウォーカブル施策（歩道整備、施設整備、空間活用な
ど）が、歩行者数や滞在時間等に与える影響を把握

• 車1台1台の動きを時々刻々と表現できる交通分析手法
• 自動車の渋滞緩和に向けた信号現示や車線規制等の影
響を詳細に評価することが可能

• PTの人口分布データと洪水浸水を重ね合わせたシミュ
レーションにより、被災想定と対策効果を分析

施設立地 • 都市計画や交通施策の実施による将来的な施設立地や
人口分布の都市構造の変化を把握することが可能

シミュレーションの適用分野

パーソントリップ調査
の主な対象
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• 都市圏全体の交通量を4つのステップに分けて推計
最終的には幹線交通施設の交通量を予測

• 交通需要の全体動向をつかむための実用的な方法であり、
古くから実務で用いられてきた手法

①四段階推定法

四段階推定法（四段階推計法）の考え方

開発の経緯

• 1950年代にアメリカで開発され、広島都市圏（1967年）、東京
都市圏（1968年）のパーソントリップ調査において本格的に適用

• その後全国に普及し様々な改良が加えられ現在に至る
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• どのゾーンから、どのゾーン
へ、どれだけのトリップがあ
るのかを集計したもの

• 目的別（通勤、通学、業務、
私事等）や交通手段別（自動
車、鉄道、バス等）に算出

• 交通手段分担率等も算出可能

出典：岩手県Webサイト 「第3回盛岡広域都市圏将来道路網計画検討委員会」資料2

D
O ゾーン1 ゾーン2 ゾーン3 合計

ゾーン1 450 180 220 850
ゾーン2 180 330 130 640
ゾーン3 220 130 280 630
合計 850 640 630 2,120

OD表

※OD=Origin & Destination（出発地と目的地）

交通量配分結果
• 自動車の場合はリンク単位
での交通量や混雑度、旅行
速度等を算出可能

①四段階推定法

代表的なアウトプット
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①四段階推定法

推計の手順

12

人口や交通ネットワークの変化の影響を評価可能

活用編②：シミュレーション活用に関する解説

出典：沖縄本島中南部都市圏PT調査報告書

①四段階推定法

事例：公共交通利用者数の推計

• 沖縄本島中南部都市圏PT調査の事例

▼公共交通分担率の推移

13
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①四段階推定法

事例：地域別の公共交通利用率の推計

• 沖縄本島中南部都市圏PT調査の事例

▼将来の公共交通利用率 ▼将来と現況の公共交通利用率の差

出典：沖縄本島中南部都市圏PT調査報告書 14

活用編②：シミュレーション活用に関する解説

図 一日の活動時間の変化

＜各個人の活動・移動のイメージ＞

※各個人に関して上記のような活動・移動を推計

図 時間帯別のトリップ数

図 買物・私事のトリップ数の地域別の変化

多様な指標
を集計可

• 個人単位での活動・移動を推計し、推計された個々の活動・
移動を積み重ねて全体の流動を表現する手法

• トリップ数だけでなく外出率や滞留人口等の多様な指標が算
出でき、個人属性に応じた分析を詳細に行うことが可能

資料：東京都市圏交通計画協議会「東京都市圏ACTの紹介」を基に加工

②アクティビティ・ベースド・モデル

アクティビティ・ベースド・モデルの考え方

15
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②アクティビティ・ベースド・モデル

活用場面と評価指標

16

・人口の変化（居住の集約等）に対して、トリップ数や交通手段分担率等の変化
を分析することができる

・道路、鉄道、バス等の交通ネットワークの変化、商業施設や公共施設等の都市
機能配置等に関して、交通手段の変更、目的地の変更、活動の発生回数の変更等
の行動変化を分析することができる

・ゾーン別のトリップ数だけでなく、属性別のトリップ数、属性別の外出率や移
動回数、そのほか環境・防災等に係る多様な指標を算出できる

資料：国総研都市施設研究室 「全国都市交通特性調査データを活用したアクティビティ・ベースド・シミュレータ」

活用編②：シミュレーション活用に関する解説

資料：国総研都市施設研究室 「全国都市交通特性調査データを活用したアクティビティ・ベースド・シミュレータ」

②アクティビティ・ベースド・モデル
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予算制約のもとで都市圏の将来課題に対応す
るため、公共交通のネットワーク構築に関す
る2種類の施策のトレードオフを評価
投資を同水準とした際の効果の違いを把握

20402020

施策の設定 地域交通強化
・公共交通不便地域へのデマ
ンド型サービス導入

幹線交通強化
・バス幹線の導入

趨勢現況

現況サービス＋現況現況バス幹線公共交通
ネットワーク

構築 サービス＋現況現況現況地域交通

趨勢趨勢趨勢現況夜間人口
人口配置

趨勢趨勢趨勢現況従業人口

施策の設定 分析結果の概要

施策によって効果の出る地域や移動目的・属
性等が異なることを把握

事例：公共交通の幹線と支線の効果の違い
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資料：国総研都市施設研究室 「全国都市交通特性調査データを活用したアクティビティ・ベースド・シミュレータ」

②アクティビティ・ベースド・モデル

事例：都市構造集約の多面的評価
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「現状の都市交通課題が進展した場合」と
「各分野で集約に取り組んだ場合 」で都市
構造や暮らしはどのように変化するか？
ネットワーク型コンパクトシティの評価に
活用可能

シナリオの設定 分析結果の概要

集約を進めることにより、まち
なかへのトリップ数やバス利用
者数のみならず、高齢者の活動
や環境、健康等の多様な観点で
の改善を確認

20402020

シナリオ 集約シナリオ
・居住集約
・施設集約
・バス運行頻度強化

課題進展シナリオ
・中心市街地の
空洞化が進展

・バスの運行頻度減少

趨勢現況

サービス＋サービスー現況現況公共交通ネットワーク構築

趨勢より増加趨勢趨勢現況誘導区域人口
配置 趨勢より減少趨勢趨勢現況それ以外

趨勢より増加利用客減により撤退現況現況都市機能
誘導区域

商業施
設
配置 趨勢より減少現況現況現況それ以外

活用編②：シミュレーション活用に関する解説
②アクティビティ・ベースド・モデル

参考：四段階推定法との比較

19資料：国土交通省都市局都市計画課都市計画調査室「都市交通調査ガイダンス」を基に加工

ただし、アクティビティ・ベースド・モデルはモデルが複雑となり、
構築や適用に係るコストが四段階推定法と比較して大きくなる傾向にある。
また、モデルの複雑さ故に、地域の移動実態に合わせるための補正も煩雑となる。
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国総研におけるABS開発

20資料：国総研都市施設研究室 「全国都市交通特性調査データを活用したアクティビティ・ベースド・シミュレータ」をもとに作成

アクティビティ・ベースド・
シミュレータ

（プロトタイプ版）
を貸出

https://www.nilim.go.jp/lab/jcg/co
mmittee_2.html

• 国総研では、全国都市交通特性調査を用いて、全国で活用可
能なアクティビティ・ベースド・シミュレータ（ABS）を開
発、プロトタイプ版の貸し出しを実施

インプットデータ
（人口・施設・交通等）

※利用者にて用意

アクティビティ・ベースド・
シミュレータ（プロトタイプ版）

各個人の1日の
活動・移動データ

国総研 利用者

PTデータ
ビッグデータ
統計等

※利用者にて用意

観測データを用いた
補正も可能

立地適正化、公共交通利用促進等の様々な施策
の現況分析・将来推計・施策評価へ

貸出

活用編②：シミュレーション活用に関する解説

現況推計としてのシミュレーション活用
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• アクティビティ・ベースド・モデルでは形式上個人単位のト
リップを算出できるため、パーソントリップ調査のトリップ
のデータに類似した形の現況推計値を得ることが可能

・あくまで推計値であり、小さなゾーンの統計的精度
は必ずしも保証されたものでないため、活用にあ
たっては、データの限界に留意する必要

・小さなゾーン単位で各ゾーンの移動の特徴を詳細に
把握することが必要な場合には、標本数が大規模な
パーソントリップ調査を活用することが現時点では
望ましい
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四段階推定法
広域的な
人の流動

分野別
の事例

歩行回遊

アクティビティ・
ベースド・モデル

• 都市圏レベルでの交通需要の全体動向をつかむため、
長く実務で用いられている手法

• インフラ整備等の各種交通施策や人口配置によるト
リップ数、交通手段分担率、交通量の変化を推計

自動車

防災

• 都市圏に居住する各個人の1日の活動・移動を推計する
シミュレーション

• 交通量等の指標だけでなく、個人の活動（外出率や活
動時間等）や滞留人口等の多様な切り口で評価可能

• 地区内における各個人の歩行回遊行動を推計
• ウォーカブル施策（歩道整備、施設整備、空間活用な
ど）が、歩行者数や滞在時間等に与える影響を把握

• 車1台1台の動きを時々刻々と表現できる交通分析手法
• 自動車の渋滞緩和に向けた信号現示や車線規制等の影
響を詳細に評価することが可能

• PTの人口分布データと洪水浸水を重ね合わせたシミュ
レーションにより、被災想定と対策効果を分析

施設立地 • 都市計画や交通施策の実施による将来的な施設立地や
人口分布の都市構造の変化を把握することが可能

各種施策の検討に
活用可能な

シミュレーション

シミュレーションの適用分野
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• 地区内における各個人の歩行回遊を推計するシミュレーショ
ンにより、ウォーカブル施策等の評価が可能

各個人の回遊行動を表現

資料：国土交通省「スマート・プランニング実践の手引き」

③歩行回遊

歩行回遊シミュレーションの考え方
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表現可能な施策と評価可能な指標

必要なデータ等歩行回遊
シミュレーション

滞在時間や
立ち寄り箇所
の増加

歩行者数の
変化

歩行者数や混雑だけではなく、賑わいの変化を把握可

歩行空間の
再編

公共空間
の利活用

施設配置や
再開発

駐車場や
駐輪場の
配置

施設データ
歩行者

ネットワーク
中心市街地
来訪者数

アウトプットのイメージ等

オープンカフェ実施前後の歩行者数の変化

• 地区内の個人の回遊行動を表現するために、詳
細な回遊データ（GPSデータ等）が必要

• 一方、シミュレーションを実行するためには、
中心市街地来訪者数等がインプットデータとし
て必要であり、パーソントリップ調査の結果を
活用可

東西方向の
通行者数が
約2割増加
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④自動車

自動車ミクロシミュレーション

表現可能な施策
• 特定区間の道路整備、歩行空間整備による車線数削減、右左折

レーン、交差点改良、交通規制の変更等を評価
• 大規模施設立地による交通増加が、道路交通に与える影響の把

握（大規模施設関連のOD量の増加自体は予測できない）

評価可能な指標
• 特定区間の交通量や渋滞長等への影響分析
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• 車1台1台の動きを時々刻々と表現できるシミュレーションに
より、歩行空間整備に伴う車線数制限、交差点改良等の施策
や大規模施設立地の影響評価が可能

表現可能な施策と評価可能な指標

必要なデータ等

アウトプットのイメージ等

• 自動車交通のODがインプットデータとして必要
であり、パーソントリップ調査データを活用可

• 道路ネットワーク、現状の交差点交通量等の
データもインプットデータとして必要

自動車1台1台の動きを表現
エリア内での混雑発生状況を把握可

資料：国土交通省 PLATEAU uc24-01 「商業施設等の立地に関する交通シミュレータの開発」
をもとに作成

活用編②：シミュレーション活用に関する解説
⑤施設立地

立地シミュレーション
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• 人口や建物等の変化を推計するシミュレーションにより、立
地適正化計画における都市機能や居住の誘導、交通施策等が、
夜間人口や施設数等に与える影響把握が可能

表現可能な施策と評価可能な指標

必要なデータ等

アウトプットのイメージ

• 施設・建物データ、都市計画データ、交通ネッ
トワークデータ等が必要

• パーソントリップ調査結果やアクティビティ・
ベースド・モデル等と組み合わせることで、将
来交通行動の変化（公共交通利用者数、中心市
街地来訪者数等）も把握可施策は、四段階推定やアクティビティ・ベースド・モデルと似ているが、

こちらは夜間人口や施設数の異なる視点での評価が可能
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資料：中野敦・片田敏孝他：洪水被害推計・避難対策検討のためのPT調査の人口分布データ活用手法，土木計画学研究発表会講演集, 2018.11

⑥防災

避難シミュレーション
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• 発災時からの人の移動のシミュレーションにより、洪水避難
対策や津波避難対策、帰宅困難者対策等の検討に活用可能

表現可能な施策と評価可能な指標

必要なデータ等

アウトプットのイメージ等

• 発災時の人口分布（滞留人口）が必要な
ため、パーソントリップ調査を活用可

• 発災後の人の移動に関しては、通常の人
の動きとは異なるため、別途アンケート
調査等を活用しシミュレーションを構築
することが必要

要救助者数
を把握可能

避難
シミュレーション

洪水や津波の
浸水情報

道路の
寸断状況等

発災時の人口分布
（滞留人口）

避難場所や
滞留場所 発災後の時々刻々の

人口分布（滞留人口）

どこで渋滞や要救助者が
発生しうるかを把握可能

要救助者数や帰宅困難者数
などを把握可能

活用編②：シミュレーション活用に関する解説

シミュレーション適用上の留意点

シミュレーションの検証と補正の実施

• 現況再現性（PTや自動車交通量等との整合）のチェック

• 最終的に使いたい指標に合わせたチューニングが必要

シミュレーションの限界とその対応

• インプットデータの不確実性
• インプットデータとして将来人口を用いる場合、将来人口自体が想定している人口から
変わってしまう可能性がある

• モデルの限界
• 現況のデータから構築したシミュレーションを将来予測に用いるということは、現況の
人の行動パターンが将来も継続することを前提条件に置いていることに他ならない

• インプットとアウトプットの関係を単純化して表現しており、全ての要因は加味できて
ない点に留意が必要

• 様々な感度分析の実施、幅をもった結果の提示等が有効
27
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まとめ

シミュレーションは、インフラ整備等のための予測とい
う使い方だけでなく、将来の変化を知り、施策のトレー
ドオフを評価することで、関係者間で共通認識を醸成す
るためのツールとして活用可能

多様な指標を評価するために、様々なシミュレーション
が実務で活用されている

各都市圏において、検討したい政策課題や把握したい指
標を定めた上で、適切なシミュレーションを選択し、構
築・適用していくことが重要
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